
他団体との連携に関する情報 

 

登録番号 
団体名 落語研究会「縁」 

910 

１．他団体との連携の希望 連携したい  

２．連携を希望する相手 

町内自治会・地域運営員会  

行政 企業 他の市民活動団体  

学校 

３．連携する場合、団体が提供できるもの（こと） 

スキルを持った人材を派遣できる。 

〔スキルの内容：落語、手品など芸能の人材〕 

知識やノウハウを提供できる。 

〔知識やノウハウの内容： 古典芸能である落語の歴史小噺や話し下手な人への実践的な話

し方〕 

資機材の貸出しができる。 

〔資機材の内容：高座用座布団、ひもうせん、めくり台〕 

４．他団体と連携する際、相手方に費用負担を求めるか 

応相談 

５．他団体と連携した実績（事例）や今後連携する予定 

連携相手（団体等の名称） 連携内容 

新田・神明町内会・シルバー

人材センター 

敬老会のイベント落語界の実施 

男女参画センター 
落語内での男女 

轟小学校 
授業の中に落語があり、実践としての落語会 

６．他団体と連携して行いたい取組の内容 

連携相手 連携して行いたい取組の内容 

各小学校・中学校 
教科書に落語が載っているのでもっと実践で落語を知ってもらいた

い 

各講座（公民館など） 
落語の歴史やコミュニケーション苦手な方への落語の小噺による実

践で発声から話し方などのレクチュア 

防犯活動 
防犯の落語もあるのでイベントで楽しく 

７．他団体と連携することについての考えや、連携する際の課題など。 

他団体との連携では、お互いに、プラスになるような取り組みをしたいと思っております。 

 


